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統合失調症者に対する短期的心理療法の効果の検討 :ボディサイコセラピー動作療瀞 を用いて

助成金使用実績の概要 (日繍 銀 すること。図・グラフ物 謁載:城須ではなヤ、)

1.問題と目的

統合失調症は,回復困難な精神疾患であり,長期の入院を余儀なくされる人も多し、特に 意欲の低下や自開を里す

る陰性症状は,社会復帰を阻む精神症状であり,薬物療法や認知行動療法等でも改善が困難とされる (アメリカ精神

医学会,20041。 よつて,陰性症状改善に有効な短期の心理的アプローチが必要である。

本研究でtム 統合失調症者に対して臨床的有効性が認められる動作療法 (※ 亀動作の仕方を変えることを通して,そ
れと一体的なこころの治療的変化を目指す 彿納亀2014)」 日本発祥の心理療法)のメカニズムと効果の検討を目的と

学黎 源T    '澁     [聰 旨翌
を図り,自我障害改善と陰性症状軽減効果に関する量的研究をヽ ,ヽその効果とメカニズムを検証しれ

2.助船 鈍 聡

□ ICレコーダー 2台-18,390円

ロ メモリーカードCCレコーダー用)一Q475円
ロ ハードディスク 2台-23,466円

□ USBメ モリー2,972円

ロ ビデ       記録用):ビデオカメラ/バッテリー/三脚/メ モリーカー Hビデオ用卜剰もち880円

□ 通信轍 評価開紙の送付・動 -6,512円

口 交通費(自宅～翻耕協夢滞難駿-50,000円

□ 勒 理←ヽ C砺議金 :震ゅ00円

3.囀
本研究の成果としては,町究 11では,集団燕訓鬱鶏颯im l回 40九 全5回 のり職 により,統イ数 謝 諸 においては【意

図・努力・身体運動の達成過程】と【伴う体験】,【力
"プ体験】を経て, I心地よい身体像】と【主体的な自分】, I伴

う体験の増長】の整篤 ひいては 【自我障害の改善1とそれによる【精神症状の軽減1,【日常生活の改善】,【病気の影響
を受けていない自分1の再獲得がなされるというメカニズムがう力哺`われた。

購究 21でlt長期入院中の陰性症状主体の統合失調症者において,集団式動作療法 悩H回 40分,全 5回)の動 により

統制群と比較して動作療法実施群では,「主体的感覚Jと 「身体的所有感」の向上がみられたことから,動作療法による自
己主体感と自己所有感の改善効果が支持された。また,「身体的安定感」および「リラックス感」の向上傾向もみられ

`統
合失調症者に対する動作療法醐 FHlでの介柳 ミ示された

助成金を使用した成果に関する発表 K/fンタ‐ネット1彰嚇:されている場釦まlIRLを設 ること。)
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